













































  1 ． 「～ておく」は「準備」を表すとみる立場。
  2 ． 「～ておく」はアスペクト的意味を基本とし、そこから「準備」が生じたとみる立場。
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宣言の 3 つに区別できる。以上をまとめて表 1 に示す。






































準備が必要な事態 P 対処が必要な事態 Z




処置 ⑤事態の収拾を図る －（心理的＋） ＋  （Q= 妥当な措置）
⑥発話時の最善策 （＋） ＋  （Q= 当面の措置）
⑦終結的宣言 －（心理的＋） ＋／－（行為者が終結させる動機づけを持つ）
－ 216 －
名古屋女子大学紀要 第 51 号（人文・社会編） 「～ておく」の意味機能について
－ 217 －















































































 3  ここでのポライトネスは B&L（1987）や宇佐美（2002他）で用いられているポライトネスの概念及び定義
に従う。つまりポライトネスは対人的な配慮の結果としての言語行動として、調和の取れた関係を作りだし
たり、維持したりすると言った、さまざまな目的を達するために話し手が用いるストラテジーの一つである
と考える。
